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こども食堂を
地域のプラットフォームに



共食でつながるフェスタながの 運営スタッフ

～誰もが認め合って「居場所」を実感できる社会の実現を～

はじめに

「NPOホットライン信州」は

自らの努力だけでは地域で自立した生活を送ることが困難な人、
支援があれば目的が達成できる人への多角的な支援等を通して、
誰もが「居場所」「出番」「就労」「自立」「生活の改善」ができるよう、
地域・環境・ネットワークづくりに寄与する事業を行っています

食料・衣類・生活備品などの相談受付や、こども食堂などの食支
援を通じた居場所を増やすことで、日々の関わりの中で困難に気
づき、支援につなげることと、こうした活動を長野県内の志を同じ
にする個人や組織のネットワークをひろげていくことで誰一人取
り残さない支援ができるように進めております。

２



共生社会を支える３本柱の事業

こども食堂を通じた食料支援

県内1７８か所・約6万人の居場所を支えるために

生活困難者への無料相談支援

24時間365日の電話相談や同行支援、食料支援を展開

地域の「居場所」信州こども食堂の運営

食から生活相談まで、つながりづくりを包括サポート

団体の沿革と実績
2008年12月
年越し派遣村の活動支援

2011年3月11日
東日本大震災をきっかけに、
24時間365日無料の
電話相談事業を開始

2016年～
信州こども食堂ネットワークを発足

2015年
団体を法人化し事業を推進

2020年～
休眠預金事業等を活用し、共食・食育でつなぐ子どもの居場所づくり支援を展開

【受賞歴】
2018年11月 信毎選賞（信州こども食堂ネットワーク）
2020年11月 内閣府特命大臣表彰(子供と家族・若者応援団表彰)
2021年6月 長野県将来世代応援県民会議会長表彰
2021年12月 読売福祉文化賞

内閣府特命大臣表彰は、信州こども食堂ネット
ワークの仲間たちのつながる力の結集です。
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2022年4月～2023年2月
３月



こどもが一人でも参加でき、無償もしくは低額で食事ができる「どんなこ

どもも安心していられる地域の居場所」です。
さまざまな活動形態があり、単に食事を提供するだけでなく、遊びや学習
支援、食育などを通して、年齢の異なる人たちとのふれあいの中で、 「経験」
や「つながり」を得る場にもなっています。
また、こどもを通して親への支援に
つながったりもします。

こども食堂とは
地域の誰もが気軽に行ける
「だれでも食堂」＝「地域食堂」

＊「こども食堂＝貧困」と誤解されがちな現状をうけ、
最近では「地域食堂」や「みんなの食堂」を名称にする食
堂も増えています。

４



現在、長野県には178の「居場所」があり、
全国10位、充足率は32.87%です

むすびえ「こども食堂全国箇所数調査2023」より

〇目標を達成するには地域の理解と安定資源が必要です。

担い手は高齢者が多いのが実態、コミュニティの活性化には、

多様な市民・企業・団体の参加が必須です。

〇こどもたちの安心できる居場所に加え、災害に対応できるコ
ミュニティの力を秘めています。

誰でも集える場所として、

活動のさらなる

発信が必要です。

こどもが歩いて行けるよう
長野県小学校

370区に
こども食堂を
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こども食堂への食料支援

食品管理と食中毒注意
喚起を徹底しています。

食中毒や感染症、増える寄贈品
への適切な対応など、注意いた
だきたい事項がまとまっている
「あんしん手帖」を各団体に配布
し、「食の安全」について周知徹
底をするなど、万全の体制を構
築しています。

こども食堂が活動を継続するためには、食材・食品の調達が不可欠となっ
ています。そこで県内南北に寄付食材をストックできる食料支援ポイント（ロ
ジ拠点）を整備し、企業や行政支援を受けながら分配活動を行っています。

皆さまからの
ご支援によって様々な活動・運営が支えられています。

ご寄付によって「できるようになる」ことと、支援に必要な費用の一例

200万円
食料供給ポイントへの配送費用
（謝金・ガソリン代・車両借上げ） 

100万円
こども食堂が1回80人規模で
活動するために係る年間運営費

その他、食品・生活用品、
運搬費や広報のための費用 

４00万円
借り上げ倉庫の維持費

倉庫拠点拡充のための資金

６

冷蔵・冷凍品
対応可能拠点

支援物資取扱量
2022年度：1,020,261数 152トン



ご支援の流れ、お申し込み方法等
NPOホットライン信州では、お金や食材・生活必需品などをご寄付いただけ
る方や企業を募集しています。
未来を担うこどもたちの笑顔のために、ぜひご協力をお願いします。

１
• ご支援情報を教えてください。

必要に応じて、覚書・協定書などに対応します。

２

• ご支援金・寄贈品の受け渡し                             
方法をご相談ください。

３

• 受け渡し。
本部事務局または最寄りのこども食堂へ

（持参・発送・引取りなど要相談）

４

• 居場所での活動レポートを                                      
共有します。
社内広報やCSRレポートに

お役立てください。

寄贈先の視察受け入れなども

ご相談ください。

＊食品は、賞味期限が明記されており、

１ヶ月以上あるもの (常温・冷凍食品)、

未開封で破損していないものをお願い

いたします。

＜支援金のお振込先＞

ゆうちょう銀行 記号 11160 番号32349501

名義 ﾄｸﾋ)ｴﾇﾋﾟｰｵｰﾎｯﾄﾗｲﾝｼﾝｼｭｳ

または、

八十二銀行  寿支店  店番420  普通預金 口座 360365

名義 ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ｴﾇﾋﾟｰｵｰﾎｯﾄﾗｲﾝｼﾝｼｭｳ
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メール（担当：青木）
yff52160@nifty.com

【電話】
長野県内 0120-914-994
全 国 0263-75-8368

NPOホットライン信州
〒399-0011 長野県松本市寿北5-4-28-1

(物流コンテナ倉庫：松本市寿北5-1-7 北側コンテナ)

お気軽にご連絡ください

＜本部事務所＞松本市寿北５丁目４番28-１ 電話0263-75-8368

＜各地域拠点事務所＞
長野市三本柳西2-74（にっこりＦＤ.Ｂ） 電話080-3418-0088
塩尻市片丘7900信州こども食堂inしおじり 電話090-4718-1811
上田市七瀬2885-3 まるこ福祉会電話090-5329-1653
上伊那箕輪町三日町861-289 ToiroBase 電話090-7187-9964

民間助成・補助金、物資の寄贈・寄付金・ボラン
ティアなど、多くの自治体・企業・団体の皆さま
からご支援をいただいています。
【主な助成金・補助金団体】
一財）日本民間公益活動連携機構（JANPIA）／一社）全国食支援活動協力会／公財）長野県みらい基金
／内閣府こどもの未来応援基金／独立行政法人福祉医療機構／特非）モバイル・コミュニケーション・ファ
ンド／日本たばこ産業（株）／公財）キユーピーみらいたまご財団／公財）ベネッセこども基金／三井物産
環境基金／公財）東京コミュニティ財団／社福）中央共同募金会／ファイザー（株）／公財）公益推進協会
／全国フードバンク推進協議会全国／公財）日本生命財団／一財）中部圏地域創造ファンド／浄土宗とも
いき財団／長野県／長野市／松本市／塩尻市／

【主な支援企業・団体】
（株）サンエイ／（株）クラダシ／（株）みすずコーポレーション／（株）ジン・コーポレーション／中日本フード
（株）／ダイドードリンコ（株）／(株)ベネフレックス)／特非）おてらおやつクラブ／アサヒ飲料（株）／柄木
田製粉(株)／デイリーフーズ（株）／JAながの／ライオンズクラブ国際協会334-E／国際ソロプチミスト
松本／松本ユネスコ協会／労金本店営業部青年委員会／キリングループ労組／JAグリーン長野／労金
松本支店青年委員会／（株）スドージャム／JA中野市／協和園芸（株）／三井金属鉱業（株）／丸善食品工
業（株）／アスザックフーズ（株）／信州ビバレッジ労組／ ／長野県遊技業協同組合／炭平コーポレーショ
ン（株）／丸紅（株）／カゴメ（株）／長野牛乳（株）／ナガノトマト（株）／長野銀行／（株）しなの麺工房／塩
尻市芸能文化協会／（株）晴耕舎／（株）デリシア／信濃毎日新聞読／売文化財団／新聞諏訪地区販売店
会／市民タイムス／川上村農産物等直売所／神田堂書店／マルコメ（株）／（株）峯村組／白馬サンプソン
ファーム／ニッタイ（株）／（株）ローソン／長野暮らしサポートセンター／（株）テンホーフーズ／（株）明治
／（株）ベストカラー／高相物産有限会社／キッセイ薬品工業（株）／（株）日本アクセス／信州ハム（株）／
八十二銀行／ NHK長野放送／第一生命保険(株)／明治安田生命／笠地蔵プロジェクト ほか
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http://hotlineshinshu.jimdo.com/

http://hotline-shinshu.jimdo.com/
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